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決算説明レポート

◼ 2022年10月期 業績サマリー

•売上高29.1億円。営業利益3.7億円。新型コロナウイルス感染症の影響はあったものの、売

上の回復傾向が続き前期比で増収増益となり、期初計画を大きく上回った。

•デジタルサイネージ事業で大型案件を受注。デジタルプロモーション事業も営業体制が整い、前

期から開始した新規事業は着実に進展した。

◼ 2023年10月期 業績予想と今後の取り組み

•業績の回復基調が続き、通期の売上高は新型コロナウイルス感染症の影響が全くなかった

2019年10月期の水準を上回るものと想定。

•上記の前提のもと、売上高32.0億円、営業利益4.0億円を予想。

•期末配当金は38円を予想。

•今後のさらなる成長に向け、シェア拡大、機能拡大、領域拡大の３つの成長戦略を実行。

◼ 主力事業が好調に推移し、期末にかけて売上が加速したため期初計画を大きく上振れ

•イベントや展示会の開催増加や営業体制強化により売上高は計画比106.0％の上振れ。

•売上が好調に推移したことや、前期に実施した首都圏エリアの生産機能の統合による生産性

向上により、営業利益は計画比124.6％と大きく上振れ。
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株式会社ビーアンドピー代表取締役の和田
山でございます。

本日は、当社2022年10月期決算説明をご
視聴いただき、誠にありがとうございます。
それでは当社2022年10月期決算説明を始め
させていただきます。

本日はご覧の5つのトピックスに合わせま
してご説明させていただきます。
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はじめに 2022年10月期の業績サマリーを
ご説明申し上げます。
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2022年10月期の実績は売上高29億1,500万
円、前期比14.3％増収、営業利益3億7,600万
円、前期比69.4％増益となりました。また、
通期計画の達成率は、売上高は106.0％、営
業利益は124.6％と通期計画を上回る結果と
なりました。

当期のポイントといたしまして、インク
ジェットプリント事業において、新型コロナ
ウイルス感染症の影響による案件の延期等が
発生したものの、東京と大阪における営業体
制の強化や名古屋・福岡エリアにおける新規
顧客獲得活動を積極的に展開するとともに、
利便性を向上させたプリント通販サービス
「インクイット」を８月に開設し、WEB集
客の強化を図りました。これらの結果、売上
は回復傾向が続き、特に９月、10月の売上
は展示会やイベント開催が復活して第4四半
期の売上高は過去最高となりました。

生産体制については、原価低減活動を継続
的に行うと共に、昨年８月に首都圏エリアの
生産機能を横浜ファクトリーに統合したこと
による大規模生産体制の構築、及び、業務の
自動化等により生産性向上に向けた取組みを
進めました。また、資材価格の高騰につきま
しては、代替品の調達等による対応を進めて
おります。

前事業年度から開始した２つの新規事業の
うち、デジタルサイネージ事業については、
大型の受注を獲得し、引き続き、新商材やコ
ンテンツを一元管理する仕組みによる映像配
信システムの導入提案を積極的に展開してお
ります。もう一方のデジタルプロモーション
事業については、従来のネットショップの運
営サポートに加えてWEBプロモーションの
支援を開始し、営業体制を整備して受注拡大
に努めております。
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次にＰ/Ｌのサマリーです。

先ほどご報告いたしましたように、当期の
売上高は29億1,500万円、営業利益は3億
7,600万円、経常利益以下はご覧の通りとな
りました。新型コロナウイルス感染症の影響
は依然として続いているものの、大幅な行動
制限等がなくなったことで経済活動の正常化
が進み、売上高及び各段階利益は期初想定を
上回る結果となり、営業利益率は12.9％まで
上昇いたしました。

財務指標に関しては、コロナ禍の経済不安
な状況でも一定の利益を確保し、強固な財務
基盤を維持しており、自己資本利益率は
8.5％となっております。
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続きまして、各四半期の売上の推移でござ
います。

当期におきましては、東京大阪における営
業体制の強化や名古屋福岡エリアにおいて積
極的な新規顧客獲得活動を推進してまいりま
した。この結果、大型案件の受注が増加し、
すべての四半期において前期を上回る結果と
なり、特に第4四半期においては過去最高の
売上高となりました。

次に販売体制別の売上推移でございます。

販売促進用広告分野においては、新型コロ
ナウイルスの影響は依然として残るものの、
大幅な行動制限等がなくなったことでイベン
ト、展示会の開催が復活したことにより、売
上高はコロナ禍以前の水準まで回復しており
ます。生活資材分野については安定的な受注
により堅調に推移しております。
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次に5年間の業績推移でございます。

当期は売上高がコロナ禍以前の水準まで回
復したことに加えて、業務効率化や生産性向
上などの各種取り組みの実行により、前期と
比較して利益率も大きく回復しております。

次に利益増減分析についてご説明申し上げ
ます。

当期はデジタルサイネージの大型案件受注
による商品売上原価の増加、営業力強化のた
めの人材補強による人件費の増加があったも
のの、コスト意識の定着、生産効率化への注
力が奏効し、営業利益は前期に比べて1億
5,400万円、69.4%の大幅な増益となりまし
た。
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次に貸借対照表の各数値でございます。

前年期末に比べて、特段大きな変動はござい
ません。
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次に2023年10月期の取り組みについてご
説明いたします。

2．2023年10月期の取り組み

昨今、デジタル技術の進歩による広告媒体
の変化、インターネットやスマートフォンの
普及、SNSの拡大に伴う購買行動の変化に
より、セールスプロモーションの手法は時代
とともに大きく変化しております。

こうした市場の動向や、ニーズの変化を逃
さず、当社はこれまで培ってきたモノづくり
の技術やノウハウを活かして「シェア拡大」
「機能拡大」「領域拡大」の３つを、今後の
さらなる成長を図る戦略とし、2023年10月
期の重点項目として掲げ、実行してまいりま
す。

次のページから３つの重点項目につきまし
て、具体的に説明して参ります。
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ひとつめの戦略は「シェア拡大」でござい
ます。

「シェア拡大」は営業エリア拡大、顧客拡
大の取り組みです。
当社は本年11月に京都営業所を開設いたしま
した。これは、2019年４月設立の福岡営業
所、2019年10月設立の名古屋営業所の両営
業所が順調に売上を伸ばしている中、更なる
販売エリアの拡大を目的としたものです。

京都は、アフターコロナにおけるインバウ
ンド需要の増加が期待でき、また、関西エリ
アは2025年の大阪万博開催に向けて広告需
要の増加が見込まれます。
京都営業所の開設により、営業コンセプトで
ある「地域密着営業でスピーディな対応」で、
きめ細やかなサポート体制を構築し、確実で
迅速な対応・サービスを提供することで、京
都、並びに、関西エリアの営業の強化を図り
ます。

また、当社の既存エリアにおいては、営業
体制の強化を推進してまいります。名古屋・
福岡の両拠点では、営業人員を増強して体制
の強化を行います。主要な事業拠点である大
阪、東京、横浜の各エリアでは、営業部門に
おいて情報や知識の共有・連携を強化するこ
とにより人材育成効果の最大化を図ると同時
に、顧客満足度の向上に努めてまいります。
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次に「機能拡大」についてご説明いたしま
す。

「機能拡大」は、当社が現在提供している
サービスを拡充する取り組みです。
インクジェットプリント事業については、

当社が主として扱っている多品種少量生産型
のインクジェットプリントに加えて、オフ
セット印刷やシルクスクリーン印刷、オンデ
マンド印刷等の少品種多量生産型の案件に対
応する社内制作体制や外注先との協業体制を
構築することにより、幅広く受注を確保して
まいります。

デジタルサイネージ事業については、これ
まで培ったノウハウをもとに、ラインナップ
の強化、サービスバリューの向上などを通じ
て、ハード機器の拡販に加えて、コンテンツ
を一元管理する仕組みによる映像配信システ
ムの導入提案、売上拡大を目指します。
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最後に「領域拡大」です。

「領域拡大」は当社のノウハウを新規領域に
展開する取り組みです。
国内一般印刷市場に加え、当社が活躍できる
領域をさらに拡大させることが重要と考えて
おります。このために自社の経営資源を活か
せる新事業としてオーダーグッズ制作に参入
いたします。

オーダーグッズは、イベントのノベルティ
グッズや自社製品の販促グッズ、物販用のオ
リジナルグッズとして活用されていましたが、
近年、「自分だけの」「他にはない」という
消費者のオリジナル志向が強まり、小ロット
でオリジナリティのあるグッズの需要はさら
に高まっています。
このような需要に対して当社が保有する印刷
ノウハウや保有設備を活用し、インクジェッ
トプリント事業において、これまでに培って
きた小ロット多品種の生産能力の強みを活か
して事業を展開してまいります。
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また、こうしたTシャツや雑貨等の販売促
進用グッズの製造受託に加え、近年着実な成
長を示しているキャラクタービジネス市場に
おいて、キャラクターグッズを扱う法人やコ
ンテンツホルダーとも連携し、オーダーグッ
ズ制作事業を成長させてまいります。
2023年にはオーダーグッズ専門の通販サ

イトの開設を予定しており、1個からご希望
の数までの製品制作やご希望のデザイン制作
を承り、幅広い商品ラインナップを準備する
ことでご期待にお応えしてまいります。

これまでご説明してまいりました「シェア
拡大」「機能拡大」「領域拡大」の３つの戦
略を実行・達成するため、取引先に複数商材、
ソリューションをワンストップで提案できる
ように2023年10月期より従来のインク
ジェットプリント事業、デジタルサイネージ
事業、デジタルプロモーション事業の３区分
を、セールスプロモーション事業、ウェブプ
ロモーション事業の２区分に再編し、顧客特
性に合わせた事業区分とすることといたしま
す。
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セールスプロモーション事業では商品別か
ら顧客ニーズ対応型の体制へ変更いたします。
インクジェットプリントの販促広告商品やデ
ジタルサイネージを取り扱うセールスプロ
モーション部門、少品種多量生産型の案件を
取り扱う中量・大量産印刷部門、新規事業の
オーダーグッズ制作部門の３つの販売体系と
して、既存顧客の受注拡大と新規顧客の開拓
を行い、顧客の販促・マーケティング活動を
サポートし、セールスプロモーションのワン
ストップサービスを実現いたします。

ウェブプロモーション事業では、自社EC
サイトの運営とデジタルプロモーション事業
の２つのデジタル領域を統合し、これまでデ
ジタルプロモーション事業で培ったネット
ショップの運営サポートの経験を自社ECサ
イトの運営に活かして、事業拡大のスピード
UPを図ります。自社ECサイトにつきまして
は、2022年8月に開設したサインディスプ
レイ専門サイト「インクイット」に加え、
オーダーグッズ制作専門サイトを2023年1
月に開設予定としており、これまで以上に
WEB集客を加速させてまいります。
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次に今後の成長ビジョンについてご説明い
たします。
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当社はインクジェットプリント事業を主軸
事業として、2021年10月期にインクジェッ
トプリント事業のノウハウを活かすことので
きる新たな分野としてデジタルサイネージ事
業とデジタルプロモーション事業を開始し、
セールスプロモーションに関する実績やノウ
ハウの蓄積により、順調に業績を拡大してま
いりました。

先ほどご説明いたしました通り、2023年
10月期より事業区分をセールスプロモー
ション事業、ウェブプロモーション事業に再
編し、『販売促進・マーケティングをトータ
ルサポートするワンストップ企業』を目指し
て、2つの事業を軸として「リアル領域」と
「デジタル領域」を融合させたビジネスモデ
ルにチャレンジしてサービスを拡充し、さら
なる成長に向けて事業を推進してまいります。
また、今後の当社のさらなる成長および企業
価値の向上を実現させるにはM&A戦略が非
常に重要と考えており、プロジェクトチーム
を編成してM&Aに関する各種調査を積極的
に行い、実現に向けて具体的に計画を進めて
おります。
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当社のM&Aに関する基本戦略といたしま
しては２つの事業の拡大を軸に、顧客基盤の
拡大、生産能力の拡大、エリア販路の拡大、
付加価値ビジネスへの進出、この4点を基本
戦略としながら、成長を加速できる企業との
M&Aを具体的に検討してまいります。
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次に2023年10月期の業績予想と株主還元
方針についてご説明いたします。
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2023年10月期の業績予想は売上高32億円、
前期比9.8％の増収、営業利益4億900万円、
前期比8.8％の増益、その他各段階利益につ
きましてもご覧の通り増益を計画しておりま
す。

業績予想の前提条件についてご説明いたし
ます。国内においては、いまだ新型コロナウ
イルス感染症は収束に至っておらず、2022

年11月は感染者数が再び増加傾向にあります。
また、円安の進行や資源価格の高騰等により、
国内の経済状況の先行きは不透明な状況が続
くものと想定されます。

一方、当社においては2022年10月期の前
半には新型コロナウイルス感染症の影響がみ
られたものの、後半には展示会やイベント関
連の受注が力強さを戻し、当社を取り巻く経
済環境は回復基調にあり、2023年10月期に
おいても、大幅な行動制限が実施されない限
り、この傾向が継続するものと考えます。こ
の結果、大型案件の受注時期や受注規模にも
よりますが、2023年10月期上半期累計、下
半期累計はそれぞれ前年同期比10％前後の
増収を見込んでおり、通期の売上高は新型コ
ロナウイルス感染症の影響が全くなかった
2019年10月期の水準を上回るものと想定し
ております。
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株主還元方針といたしましては、経営基盤
の強化を最優先とし、将来の事業展開と内部
留保とのバランスを考慮の上、利益配分を実
施してまいります。

2023年10月期におきましては、配当方針
は期末配当の年１回を基本方針と定めており、
現時点で当該基準日における配当予想額は
38円でございます。
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最後に参考資料です。

こちらは当社の事業概要を示しております。

企業理念は「より良い働きを通じて全従業員
の物心両面の幸せを創造し社会へ貢献する」
でございます。

当社は、より良い働きを通じてお客さまへ
最高のサービスを創り出し、すべての従業員、
及び、その家族の「経済的安定」「精神的な
豊かさ」、そして「働きがい」を追求し、幸
せにします。また、会社が成長していくこと
で、ステークホルダーとしての株主価値も最
大化されていくと考えております。人と企業
の成長を支え、世の中の人々が豊かに生活で
きる社会づくりに最大限貢献してまいります。
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次に当社の拠点についてご説明いたします。

主要拠点といたしましては大阪本店、東京
本社、さらに国内最大規模のインクジェット
生産体制を有する横浜ファクトリーでござい
ます。大阪、東京にはデジタルサイネージ
ショールームを併設しており、最新のデジタ
ルサイネージ機器やシステムを体感していた
だけます。
名古屋営業所、福岡営業所は、一層の顧客

開拓を進めており、本年11月に開設しました
京都営業所とともに、将来的には主要拠点と
同等の規模まで成長させる考えでございます。

次に当社の事業KPIについてご説明いたし
ます。

当社のKPIは、顧客数×リピート頻度×単
価でございます。より多くのお取引先様に繰
り返し利用していただき、常に付加価値の高
い商品・サービスを提供し続けることが会社
を成長させる重要なポイントであると考えて
おります。
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こちらの写真は国内最大規模のインク
ジェット生産拠点である横浜ファクトリーで
ございます。

他の拠点も同様に都心の拠点に多数のイン
クジェットプリンターを設置し、短納期の
サービスを展開しております。

次に私どもが保有する生産設備のうち、主
要なものを記載させていただいております。
設備の台数、種類は業界の中ではトップクラ
スでございます。

ご覧のようなインクジェットプリンターや
加工設備を100台近く保有しており、24時間
生産体制にてお客さまへ高品質な商品を短納
期でお届けするサービスを展開しております。
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デジタルサイネージ事業は、デジタルトラ
ンスフォーメーションによりリアルとデジタ
ルの融合を目指し、利便性を追求したデジタ
ルサイネージソリューションで新たな顧客体
験・提供を行います。
これまで培ってきたインクジェットプリン

トの技術やノウハウを活かし、販売促進広告
分野とインテリア分野に向けて商品を展開し
ております。

ウェブプロモーション事業では、「リアル
とデジタルの販売促進をトータルでサポート
する」をコンセプトに、WEBプロモーショ
ンの提案と企業が運営するEC事業の総合支
援を行います。企業が抱えているデジタル販
促領域の課題を解決し、リアルとデジタルの
両面からお客様をトータルサポートします。
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また、2022年8月にはWEB集客の強化を
目的として、利便性を追求した広告印刷物の
プリント通販サービス『インクイット』を開
設しました。当社の24時間生産体制の強み
を活かした短納期対応と、最新インクジェッ
トプリンターで制作するハイクオリティな広
告印刷物の販売サービスを展開しております。
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最後は免責事項といたしまして、将来の見
通しに関する注意事項を記載させていただい
ております。

2022年10月期の決算説明は、以上でござ
います。最後までご視聴いただき、誠にあり
がとうございました。

この動画に関するご質問がございましたら、
こちらに表示されておりますメールアドレス
までご質問をお送りください。
今後とも当社へご支援を賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。
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